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研究実績 

の概要 

背景・目的：多くの人が好印象を持つようない写真、つまり“審美的品質が高い写真”を

撮影することへのニーズが高まっている。一方、審美的品質が高い写真を撮影することは

相応の技術や経験が必要となるため、誰にとっても簡単ではない。したがって、撮影後の

写真に対して審美的品質を自動で改善する画像処理技術の実現が望まれている。 

本課題では、深層学習に基づき、大規模な写真データセットから“審美的品質の高い写

真”と“低い写真”のドメイン間の関係を end-to-endで学習し、得られたモデルによっ

て任意の写真の色調を自動的に変更し審美的品質を改善する技術を開発する。本技術で

は、良い／良くない写真のそれぞれを大量に準備するだけでドメイン（写真群）間の関係

を学習し、深層学習モデルが審美的品質に影響を与える特徴を自動で獲得する。そして、

相互的な色調変換を実現することが目的である。 

 

研究実績： 我々は、敵対的生成ネットワーク（Generative Adversarial Network, GAN）の派

生であるCycleGAN[1]とDCLGAN（Dual Contrastive Learning GAN）[2] を用いて、多様な写

真に対して審美的品質の改善を行う手法を提案した。また、それら GAN によって生成し

た変換画像に対し、様々な評価を行った。以下、詳細を述べる。 

 

CycleGANと DCLGANのいずれも 2つの生成器（Gと F）と 2つの識別器（DXと DY）を持つ

GANであり、生成器Gはドメイン Xに属する画像からドメイン Yに属するような画像に変

換し、識別器 DYで本物のドメイン Yに属する画像かを判断する。一方、生成器 Fと識別

器 DXは生成器G/識別器DYとはドメインXと Yの関係が逆である。この往復構造により、

双方向への変換を保証するドメイン間の関係を学習する。また、生成器の一貫性を保つ学

習を行うため、CycleGAN ではサイクル一貫性損失と呼ばれる損失が導入されている。一

方、DCLGAN では変換前の画像と変換後の画像で対応する位置では同じ構造を持つことに

注目し、変換前後で対応箇所のパッチを抽出し比較する対照学習を導入している。 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

本研究では、GAN の学習・評価データセットとして AVA-dataseを用いた。AVA-dataset

の主要な 5つのタグが付与された写真群に含まれる写真に対して、審美度 Scoreの高い/

低い写真をそれぞれ順に1000枚を選択し、各ドメイン用画像と定義した。図1にlandscape

と seascapeタグでの審美度の推定値が向上した例を示す。いずれの GANの結果において

も高い審美度 Scoreを持つ画像に変換できたことを確認した。 

 画像変換による審美度向上を評価するため、以下に示す 2つの方法で評価を行った。 

(1)マルチタスクCNNを用いた審美度推定技術[3]による定量的な評価 

(2)被験者 20名による 7段階の主観評価 

(1)の実験結果より、審美度の変化量から提案手法が審美的品質の改善を実現できたこ

とを示した。特に、DCLGANによる変換結果が CycleGANより優れていることを示した。一

方、(2)の実験結果では、一部のタグにおいて CycleGANがより審美的品質の改善を実現で

きたことを示した。 

 

図：提案手法による写真の審美度改善の結果例 
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